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質 疑 要 旨 要 答 弁 者 

１ 地方自治体の本来の在り方について 

(1) 新型コロナ封じ込めについて 

  ア 補正予算では、検査の無料化や検査事業者の検査ブースの整

備に２０億円が計上されているが、具体的な内容と根拠を聞く。 

  イ 医療機関や高齢者施設での面会制限について、国や県の方針

はどうか。 

ウ 県をまたぐ移動での面会は、陰性証明により制限が緩和され

るのか、この場合の検査は無料となるのか。 

(2) 暮らし・経済対策について 

  ア 「新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金」の申請

受付期間の延長等の周知はどのように行っているのか、県内の

申請件数、支給決定件数、金額と併せて聞く。 

  イ 市町と協力し、「福祉灯油」を実施すべきと考えるがどうか。 

  ウ 燃料費高騰の実情をつかみ、地元中小企業への助成制度を検

討すべきと考えるがどうか。 

 (3) 生活保護の申請権を侵害することのないよう、市町に対し、助

言や職員研修の機会などを設ける必要があると考えるがどうか。 

(4) 国民健康保険の未就学児均等割の軽減策拡充について 

 ア 県内の対象者数と県の負担額の見込みを聞く。 

 イ この機会に独自の上乗せや対象年齢の拡充を市町と協力して

実施すべきと考えるがどうか。 

(5) 看護師の処遇改善について 

ア 看護師の賃金の実態をどう認識しているのか。 

イ 賃金の実態を反映した賃上げになるよう、国へ要望すべきと

考えるがどうか。 

 (6) 地域医療構想の見直しについて 

  ア 昨年度の「病床機能転換事業費補助金」の対象として削減さ

れた病床数はどれだけか、補助金制度開始後、これまでに対象

として削減された病床数と併せて聞く。 

  イ 地域医療構想は新興感染症の拡大を勘案しておらず、同構想

に基づく補助金で病床削減を誘導することは、一旦凍結すべき

と考えるがどうか。 

知 事 

健康福祉部長 

商工労働部長 

農林水産部長 
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 (7) 米価下落対策について 

  ア 県内の米価について、ＪＡから生産者への仮払金が２割減と

のことだが、影響をどう認識しているのか。 

  イ 生産者への補助や、価格を上乗せして県が買い取った上で、

子ども食堂、学生、生活困窮者へ配布するなどの対策をとった

らどうか。 

 

２ 教員増について 

  (1) 教員数を増やすため、欠員代替の臨時的任用講師を正規教員と

して採用すべきではないか。 

  (2) 採用試験に「講師枠」をつくり、経験豊かな臨時的任用講師等

の採用を増やしてはどうか。 

 

３ 原子力規制委員会の現地調査について 

  (1) 原子力規制委員会の志賀原発現地調査では、どのような疑問が

投げかけられ、北陸電力の説明の納得できない部分は何だったか、

認識を聞く。 

  (2) 原子力規制委員会で「後期更新世以降の活動が否定できない」

と評価された福浦断層について、どのような問題提起がなされた

と認識したか。 

 

 ４ Ｆ３５Ａ戦闘機の訓練について 

  (1) Ｆ３５Ａ戦闘機の訓練の騒音の実態をどのように調査し、状況

を把握しているのか。 

  (2) 騒音の大きいＦ３５Ａ戦闘機の配備は、「１０．４協定」の違

反にあたるのではないか。 

  (3) 配備は、周辺住民が受忍限度を超える騒音被害を被っていると

された小松基地爆音訴訟判決を無視するものではないか。 

  (4) 日米地位協定の抜本改正を国へ強く要望すべきではないか。 
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５ 金沢市の水力発電施設に関する河川法の許可について 

  (1) 平成２０年に金沢市に提出を求めた是正計画書を受理した形跡

がないのであれば、法的な手続きに不備があったとされても仕方

がないのではないか。 

  (2) 県が許可した工作物と現状が異なるものが、法的根拠がないま

まの状態で約十数年間経過したということにならないのか。 

   

 ６ 森林環境税の延長について 

    森林整備には、国や県の一般会計における林業予算の拡充や、

安定的な財源としての地方交付税の拡充こそが必要と考えるがど

うか。 

 

７ 加賀能登格差の是正について 

    のと鉄道穴水・輪島間、穴水・蛸島間は、存続の努力を行って

いれば、観光列車としての活用を含め、能登地域の暮らしや経済

を支え、新たな能登地方の魅力を作り出すことができたのではな

いか。 
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